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ノーステック財団は、北海道産業の振興と活力ある地域経済の実現、そして道民生活の向上を
目的として、科学・産業技術の振興に関する事業を総合的に推進する財団です。技術の振興発展
を基盤から強化しながら、研究開発から実用化・事業化まで一貫した支援を行います。

研究開発から事業化まで、一貫して支援します

ノーステック財団のご紹介

【幌延地圏環境研究所】

【コラボほっかいどう】

財団概要

組織図

理 事 長

専務理事

常務理事

事務局長

顧問・参与

評議員会

常勤理事

監 事 理 事 会

総務企画部
TEL：011-708-6525
E-mail：soumukikaku@noastec.jp

事業戦略統括部
TEL：011-792-6150
E-mail：toukatsu@noastec.jp

【チャレンジフィールド北海道】
TEL：011-792-6151
E-Mail：yugo@noastec.jp

研究開発支援部
TEL：011-708-6392
E-mail：kenkyu@noastec.jp

ビジネスソリューション支援部 TEL：011-792-6119
E-mail：hcluster@noastec.jp

産学連携支援部
TEL：011-708-6536
E-mail：sangaku@noastec.jp

地域クラスター創造支援部 TEL：011-708-6526
E-mail：chiiki@noastec.jp

【財団名称】 公益財団法人 北海道科学技術総合振興センター

略称：ノーステック財団（NOASTEC）

【基本財産】 ４,122百万円（2023年4月現在）

【役 員 等】 評議員：8名、理事：14名（うち常勤4名）

監事：2名

【職 員 数】 50名（2023年8月現在）

理事長 藤井 裕

Northern Advancement Center for Science & Technology

幌延地圏環境研究所 TEL：01632-9-4112
E-mail：h-rise@h-rise.jp



豊かさを実感できる社会を目

指し、北海道の新産業創出や

SDGsに貢献する産業の育成に

取り組みます。

重 点 分 野

●北海道産業の稼ぐ力の向上

●地域産業の生産性向上・DX

支援

●スタートアップの創出・支援

●脱炭素社会に向けた産業創出

の支援

ノーステック財団の主な活動

補 助 金 地 域 支 援 講座・セミナー

持続可能な産業育成
未来産業の創出

基礎から事業化までのあらゆ

るステージ･分野を対象とした

研究開発を支援します。

補助・助成メニュー

●若手研究者の先端研究開発

●大学と企業の共同研究開発

●中小企業等が行う新技術・

新製品開発

●道内各地域の新商品開発

地域資源を活用したものづく

り支援や産業クラスター形成

などを通じて、地域活性化を

図ります。

支 援 内 容

●道内地域資源の発掘・調査

●地域の商品開発・販路開拓

サポート

●食品産業クラスターの形成

支援

地域社会の課題、企業のニー

ズに対応した講座･セミナーを

開催します。

講座・セミナー実施例

●省力化に向けた先端技術導入

●IT企業等のヘルスケア分野

への新規参入

●ヘルシーDo創造塾

研究成果・ビジネスアイデアの

実用化・事業化へ向けて、あら

ゆる側面からサポートします。

支 援 内 容

●産学連携プロジェクトの創

出・支援

●技術開発・事業化に向けた

専門家派遣

●事業化に向けた市場調査

産学連携・企業間連携を活発

化し、地域課題解決やスター

トアップ創出を促進する共創

基盤を形成します。

取り組み事例

●北大R＆BP推進協議会

●チャレンジフィールド北海道

●北海道未来創造スタートアッ

プ育成相互支援ネットワーク

●医療・福祉機器産業ネット

ワーク

●北海道DX推進協働体

地域特性や地域資源を活用し､

持続可能で強靱な地域産業の

基盤技術開発に取り組みます。

研 究 内 容

【幌延地圏環境研究】

３つの研究テーマ（堆積岩､地

下水、微生物）で、幌延地域

の地圏環境とその工学的応用

に関する基礎研究を推進

【 コラボほっかいどう 】

産学共同研究を促進し、研究

成果の早期実用化・事業化を

図ります。

入 居 条 件

●北海道の社会経済に寄与す

る研究を大学等試験研究機

関と実施していること。

レンタルラボ

●100㎡ 3室、50㎡ 5室、

25㎡ 1室

●2,589円/㎡（光熱費別）

レンタルラボ

北海道幌延町の深度約370mの地下水から
採取した新種のメタン生成古細菌

産業振興基盤形成
ネットワーク構築 研 究

新製品・新商品開発
その他の事業化支援



ミッション

北海道に

「新たな価値」を

創造し続ける

ノーステック財団は、「豊かさを実感できる北海道」の実現に向け、財団の目指
す方向性を「2030ビジョン」として策定し、多様化する社会に柔軟に対応しな
がら、北海道が抱える様々な課題の解決に取り組みます。

2030ビジョン ～2030年北海道のあるべき姿に向けて～

ビジョン実現に向けた３つの視点
（SDGsにコミットする注力テーマ）

ビジョン実現に向けて、「ヒューマン」「生産性」
「持続可能性」の３つの視点に、「地域」（地域の魅
力や課題）と「テクノロジー」（デジタル技術）を組
み合わせ、創造的なかけ算により、新たな価値を創出
する取り組みを推進します。
この取り組みは、「SDGs（持続可能な開発目標）」の
達成に貢献するものです。

３つの創造的なかけ算による新たな価値の創出

ビジョン実現に向けた４つのアクション

これまで蓄積してきたノウハウ・ネットワーク・
連携基盤を最大限に活用し、「社会課題の解決」
と「ビジネス創出（価値創造）」につながる新し
い形の産業クラスター創造活動を推進します。

「見つける」「つなげる」「育てる」「広げる」
の４つのアクションで、ビジョン実現に向けた活
動を展開します。

ビジョン

課題解決と経済発展の

両立により豊かさを

実感できる北海道

持続可能な社会基盤形成

●環境負荷の少ない革新的ものづくり技術の

実用化支援

●地産地消エネルギーシステムの実現

●バイオマス活用、気候変動・災害対策

健康科学産業クラスターの
成果を活用し

個人の生活の質を向上

●革新的医療技術の開発支援

●健康・医療産業のデジタル化促進

●セルフヘルスケア・健康長寿の実現

分野・業種を超えたネットワークと
革新的デジタル技術を活用した

生産性向上

●各産業のデジタル革新

（AI、IoT、ロボット導入支援）

●地域の稼ぐ力向上



2022年度の主な事業

2022年度の道内経済は、アフターコロナに向けた経済活動が徐々に動き出してきたものの、世界情
勢の不安や物価の高騰などが重なり、依然として厳しい状況が続きました。
一方で、「DX・GXの推進」、「東京一極集中是正の動き」に加えて、「ゼロカーボン北海道」や

「食料やエネルギーの安全保障強化」など、北海道の持つポテシャルや役割がクローズアップされた
一年でもありました。

ノーステック財団では、北海道の置かれている状況を踏まえつつ、北海道のあるべき姿に向けた
「2030ビジョン」の実現を目指し、アクションプランの5つの取り組みに基づき事業を進めています。

2022年度は、「2030ビジョン」の構想を実行に移していく初年度と位置づけ、「DX支援プラット
フォームの構築」、「未来創造事業に向けた調査検討」、「チャレンジフィールド北海道の活動強
化」などを中心に、総事業費7.78億円の各種事業を推進しました。

1．技術シーズ・人材の育成と産学連携プロジェクトの推進
従来から取り組んでいる研究開発助成事業について、研究成果のフォローアップを強化し、事業化や地域課題解決への

展開が期待できる研究に対して、専門家やアドバイザーを活用した課題解決支援や新たな研究開発プロジェクト創出に努
めました。

2．バイオ・ヘルスケア産業の育成・創出
これまでに培ったバイオ関連人材のネットワークを最大限に活用し、超高齢社会を迎えて成長が期待されている健

康・医療分野への新規参入や新商品開発・研究開発を支援するとともに、国内外の企業間マッチングを行い、商取引や
技術ライセンスに向けた支援を実施しました。

3．ものづくり産業の育成と集積
道内企業の生産性向上を強力に支援するため「北海道DX推進協働体」を立上げ、道内中小・中堅企業に対してDX戦

略策定の伴走型支援を行い、DX推進のモデル企業創出に取り組みました。また、道内ものづくり企業の新技術・新製品
開発支援にも注力し、新たなビジネスチャンスの拡大や新分野への挑戦を支援しました。

地域資源を活用した新商品開発の支援事業については、専門家派遣などを積極的に行い、商品化を後押ししたほか、
バイヤーとの商談やメディア等を活用した広報活動を実施し、販路拡大の支援を行いました。

4．持続可能で強靱な北海道産業の創出
「ゼロカーボン北海道」の実現に向けたモデル地域での実証事業として、北大キャンパスをフィールドとする実証

「北大イノベーション・コモンズ」の検討に取り組み、2030年までのロードマップ案を作成しました。
幌延地圏環境研究所では、第3期長期計画に基づき「地層内の未利用物質のバイオメタン化に関する研究」を重点的

に実施しました。

5．地域✕テクノロジーを支える共創基盤の構築
経済産業省の産学融合拠点創出事業「チャレンジフィールド北海道」の事務局体制を強化し、地域課題を起点とした

プロジェクトの構築や共創基盤の構築に向けた仕組みづくりに取り組みました。また、北海道内の大学・研究機関等が
中心となり発足した起業支援プラットフォーム「HSFC（エイチフォース）」に参画し、研究シーズを基盤としたスター
トアップ支援を行いました。

2030ビジョン「アクションプランの5つの取り組み」



１．技術シーズ・人材の育成と産学連携プロジェクトの推進











２．バイオ・ヘルスケア産業の育成・創出









３．ものづくり産業の育成と集積













４．持続可能で強靭な北海道産業の創出



５．地域 ✕ テクノロジーを支える共創基盤の構築







コラボほっかいどうは、企業と大学の共同研究を促進す
るために、産・学・官の研究施設が集積する北海道大学
北キャンパスに設置された施設です。

【入居条件】
1．産学官共同研究の企画・実施に係る事業
2．事業化に関する共同研究の実施に係る事業
3．上記に関連する事業を実施する、以下に掲げる産学官の者とする
① 産：財団の会員および財団が認めた企業・団体など
② 学：国公私立大学、短期大学、高等専門学校など
③ 官：国公設試験研究機関、国、地方公共団体等の行政機関など

【分 野】
●食品・バイオ系、●食関連機器システム系、
●環境・リサイクル系、●住・生活関連系、
●健康・福祉系、●情報通信系

【そ の 他】
●駐車場：有り（応相談）
●事業活動：製品生産、出荷可能
●面積：23.7～103.5㎡
●設備：ドラフトチャンバー付居室あり、重量機器設置室あり
●動物実験：不可

コラボほっかいどう運営事業

1F

2F

3F



ノーステック財団は、「北海道ビジネスEXPO（北海道 技術・ビジネス交流
会）」の実行委員会事務局として、企業・団体・来場者・講演者・マスメディア
の連携を推進しています。

イベント・トピックス

【 第36回 北海道ビジネスEXPO （2022年11月10日【木】, 11日【金】） 】

テーマ：イノベーション創造北海道～SDGs × デジタル新時代
～

来場者数 ： 23,857 名

出展企業数： 315 社・機関（屋内出展：291小間）

商談件数 ： 10,359 件

新北海道スタイルに沿ったコロナ対策を実施

ビジネスセミナーは、
時代が求める

旬な著名人が登壇

名誉会長 鈴木 直道
（北海道 知事）

実行委員長 真弓 明彦
（北海道経済連合会 会長）

実践・体験DX（デジタルトランスフォーメーション）＋ SDGs・未来創造ゾーン



公益財団法人 北海道科学技術総合振興センター
（ノーステック財団）
〒001-0021
札幌市北区北21条西12丁目 コラボほっかいどう

202309

▶新川通の札幌工業高校北側の信号交差点より
お入り下さい。※地下鉄北18条駅側からは、
車両の進入はできませんのでご注意下さい。

▶地下鉄北18条駅より徒歩約20分
※エルムトンネル上、地上遊歩道の通行が可能です。

▶ＪＲ札幌駅より乗車約15分
北海道中央バス西51北桑園線 地下鉄24条駅前行
「北21西15」下車徒歩5分

▶地下鉄大通駅（大通西4丁目）より乗車約19分
ＪＲ北海道バス 37南新川線 北25条西15丁目行
「北21西15」下車徒歩5分

▶地下鉄北24条駅より乗車約7分
北海道中央バス西51北桑園線 札幌駅前行
「北21西15」下車徒歩5分

▶「ＪＲ札幌駅北口」より乗車約15分

交通機関のご案内

▶ＪＲ桑園駅（市立病院前）より乗車約7分
北海道中央バス 西51北桑園線 地下鉄24条駅前行
ＪＲ北海道バス 37南新川線 北25条西15丁目行
「北21西15」下車徒歩5分

アクセス

入会メリット

ノーステック財団 賛助会員制度のご案内

※個人会員の場合１口／１万円

ノーステック財団では、会員の皆さまのご支援・ご協力により、北海道における科学技術・
産業技術の振興及び地域経済の発展に貢献する事業を実施しております。これらの事業を継
続して行っていくためには多くの皆さまからのご支援が必要となりますので、ぜひ当財団の
活動にご理解とご賛同をいただき、ご入会くださるようお願いいたします。
皆さまからいただきました会費は、法令に則り、公益目的事業の実施のために有効に活用さ
せていただきます。

■ 商品・技術開発支援 ■ 事業化支援
■ 販路開拓支援 ■ その他各種ご案内

年会費 １口／３万円（１口以上）
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